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こころの中を見つめよう
博愛を広げるために

和の心　自然に学びて未来を創ろう

■司会：
　野村(裕)
　例会運営委員

■点鐘：小町会長

■会長報告 小町会長

全国的に地震が多発しています。ご存知だとおも
いますが、新聞一面記事にマグニチュード7級の
首都直下地震が4年以内に70％の確率で発生する
と試算結果が発表されました。これに関連し今朝、
ＮＨＫＴＶで東大地震研究所の教授が根拠として
2011年3月11日の東北大地震の前後6カ月の地震発
生数が約5倍に達しているのと、100年のデーター
も含めての予測である。今回の地震がマグニチュ
ード9と大きすぎて、通常は沈静化する時期にも

余震が起きていて、3月11日前に戻るのは数年を
要する。いつ起きても対応できる対策が必要でし
ょう。家にいるとき、寝てる時、会社にいるとき
等、身近に震災グッズ(ヘルメット、軍手、底の
硬い履物、水、小銭)を備えるのも良いです。
去る24日、東村山市商工会設立50周年賀詞交換会
に出席してきました。来賓として東京都商工会連
合会会長であります桂様が、日本が生き残ってい
くための産業を六つあげていました。一つ、自動
車産業でハイブリットからＥＶの先端を行く日本
技術。二つ、ロボット産業で医療も含め飛躍的に
伸びる。三つ、エネルギー産業で各家庭で太陽光
等のエネルギーを作り、あるエリアで集め各家庭
へ供給する。四つ、航空業界でこれまでの飛行機
部品の35％を日本製品であるのを生かし、国産
150人乗りジェット機を生産しています。これで
中小企業が部品製作で雇用になる。五つ、健康産
業で高齢化社会に対応した健康管理にお金を使う。
六つめは忘れましたが、明るい社会になっていく
ことに勇気づけられました。
皆様に二つお願いがあります。まず例会出席率の
向上に努めて頂きたい。そして例会の食事に無駄
が出ないよう、欠席される方は前日までに必ず事
務局へ連絡ください。本日はロータリー理解推進
月間です。樺澤会員にカルヤン・バネルジー国際
ロータリー会長の本年度テーマと生い立ち等、ロ
ータリーの心を話して頂きます。

■幹事報告 野村(高)幹事

■合唱：ロータリーソング
　｢それでこそロータリー｣

◆ソングリーダー：
　荻野会員
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戸澤クラブ管理委員■ニコニコＢＯＸ

◆中丸会員：先日の例会、お休みして申し訳ございま
　　　　　　せんでした。写真頂きました。
◆小町会長、野村幹事：
　　　　　　樺澤さん本日の卓話よろしくお願い致し
　　　　　　ます。

本日のニコニコ合計：    7,000円
　　累　　　計　　：  750,554円

在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

33 20 0 9 68.96

■出席報告 相羽例会運営副委員長

■前々回メークアップ修正後前々会欠席：3名
■前々回出席率メークアップ修正後：90.32％
■前々会メークアップ者：
　飯田会員：京都西ＲＣ
　目時会員：田無ＲＣ
　當麻会員：東大和ＲＣ

■唱和

第7章　業界の発展のために力を尽くすのは、職
　　　 業奉仕だ

■令夫人誕生祝月：
　當麻会員

皆さん今日は。今日は、委員長報告がないという事
だったので用意していないのですが、バンコク国際
大会に行く方が、我が東村山クラブは飯田会員の奥
様が加わって14名になりまして、武蔵村山8名、東大
和4名の合計26名で行くことになります。今日で大体
チケットやホテルの方を一応締めたのですが、これ
から行く人はちょっと高くなるかもしれないですけ
れども、まだ余裕はあります。高くならないかは微
妙ですが、とりあえず今は決まりましたので、これ
から行く方は追加で申し込む事になります。それで、
石山さんが今バンコクに行っていると思うのですが、
向こうの状況は非常に今は良いそうで、水の問題と
かは全然ないそうです。飛行機もまだありますので、
今からでも遅くないので、行ける方は是非一緒に行
きましょう。以上です。

■委員長報告

■戸澤国際奉仕委員長

皆さん今日は。先ほどから雪の話が出ていますので、
私も一言。川端康成の小説だったと思うのですが、
冒頭に｢トンネルを抜けるとそこは雪国だった｣とい
うのがあります。先週の21日の土曜日に体育協会の
スポーツ懇親会というのがありまして、毎年柏崎市
から3名出席をして頂いています。その体育協会の副
会長が、｢トンネルを抜けるとそこは雪国だった、と
いうのがまるっきり逆転現象でした。新潟はカラカ
ラに晴れていて、群馬の境の三国トンネルを抜ける
と雪が降っていてびっくりしました。｣という話をし
ていました。
皆様のお手元に奥様宛に45周年のご案内とお手伝い

■野澤45周年記念行事実行委員長

■ガバナー事務所：
・2011-12｢賞・表彰｣の件
　各種｢賞・表彰｣の申請について
　・チェンジメーカー賞　〆切3/15
　・ＲＩ会長賞　　　　　〆切4/6
　・会員増強推進計画の表彰　〆切4/15
　※参考資料含め持参いたします。

・地区大会における決議について
　①2010-11年度の地区会計決算報告
　②2010-11年度ＤＤＦ使途報告

■国際ロータリー日本事務局：
　2012年2月のロータリーレート　1ドル＝78円

■例会変更：
　東京ワセダＲＣ　2月8日(水)→移動例会
　東京板橋セントラルＲＣ
　4月9日(月)夜間例会→4月11日(水)



東京東村山ロータリークラブ

の依頼という事でお葉書が届いております。今回は
いつも申し上げておりますように、コンパクトな記
念式典でございます。
我々メンバーを含めまして、100名ちょっとでござい
ますので、奥様方にはそれほどお手伝いをして頂く
ことはありませんので、懇親会で大いに飲んだり食
べたりして頂きたいと思っておりますので、是非多
くのご参加をお願いしたいと思います。
それから、次の2月2日の例会は周年式典のための打
合例会でございますので、出来るだけ欠席のないよ
うに出席をお願い致します。以上です。

■卓話

■卓話者：
　樺澤会員研修委員

ロータリー理解推進月間に因んで
　今月は、ロータリーの知識と理解を深めていただく
ためのロータリー理解月間ですので、国際ロータリー
第101代で2011年-2012年度のカルヤン・バネルジー会
長のテーマ及び奉仕の強調事項に関してお話をさせて
戴きます。
　カルヤン・バネルジー会長は、インド出身の3人目の
国際ロータリー会長で、日本出身の国際ロータリー会
長は、次年度の田中会長で3人目です。
　まず、カルヤン・バネルジー会長について、ご経歴
をご紹介致します。
　カルヤン・バネルジー会長は、インドのカルカッタ
生まれの70歳で、インド工科大学で化学工学を専攻され、
1964年に卒業された後、グシャラード州のバピで肥料
の原料会社であるUnited Phosphorous Ltdを設立され
ました。同社は現在では、インドで最大の農薬メーカ
ーにまで成長しています。そして、バピと言えば現在
ではインドでは工業都市として繁栄しておりますが、
当時のバピは草が生い茂った土地で、コブラも多く生
息していたようなところだったそうで、カルヤン・バ
ネルジー会長自身全く聞いたこともない土地だったい
われています。
　カルヤン・バネルジー会長は、創立間もないバピロ
ータリークラブに1972年に入会され、3年後の1975年に
会長に、また、その5年後の1980年に地区カバナーにな
られました。また、東南アジア・ポリオ・プラス委員
会委員長など国際ロータリーにて奉仕活動に努めてお
られました。
　また、ビノタ婦人は、看護師であり、ソーシャルワ
ーカーであり、社会活動を活発に行っておられます。
　そこで、ロータリーの友の昨年7月号に掲載されてい
ますが、カルヤン・バネルジー会長は、まず、自分自
身を見つめ直すこと、すなわち、｢こころの中を見つめ
よう。博愛を広げるために｣のテーマの実践を求められ
ておられます。深く自己を省みることによって、人類
が皆、同じ夢、同じ希望、同じ願望、同じ問題を分か
ち合っていることを理解しなければならず、自らが抱

く望みを理解せずに、人々の望みを理解することはで
きないといわれ、心が平和であれば、家庭が平和になり、
この平和はほかの人々と分かち合うことができるとい
うことです。愛する人、大切な人と一緒にいることに
喜びと満足を感じるように、私たちは他の人を大切に
することができるのです。自分を見つめ直し、自分が
望むことは他人が望むことでもあるということを理解し、
博愛を広げるようにと言われています。
　水野カバナーは、カバナー月信で、このカルヤン・
バネルジー会長のテーマは、東洋哲学をベースに奉仕
は押し付けられて行うものではなく、自ら喜んで活動
するものであると説かれています。
　そして、カルヤン・バネルジー会長は、｢こころの中
を見つめよう。博愛を広げるために｣のテーマの下で、
ロータリーの奉仕において3つの強調事項・強い家族を
築くこと、私たちが一番得意とすることを継続してい
くこと、変える必要があることは変えるという変化に
力を注いでいきたいとおっしゃっておられます。
　この家族、継続、変化について、2011年の国際協議
会での会長のお話を私なりに理解してお話させて戴き
たいと思います。
　1997年-1998年度のシェルター・プロジェクトで、イ
ンドのライブルにおけるお話ですが、ライブルの地方
自治体から土地を提供され、そこに、オーストラリア
とインドとのロータリークラブの寄付金と、ロータリ
ー財団のマッチング・グラントからの資金を加えて、
シェルターを500軒建てたときのお話です。
このシェルターの応募者が多いため、抽選でシェルタ
ーの利用者を選ぶことにし、何人目かの名前が発表さ
れると、白いサリー・インドの民族衣服をまとった女
性が、ステージに進み、当選の証書を受け取ると、一言、
担当のロータリアンに、｢お話しをさせていただけませ
んか。｣と申出たそうで、担当のロータリアンの了解を
得てマイクを受け取った女性は、｢ロータリアンの皆さ
ん、私はあなた方のことを知りませんし、あなた方も
私のことを知らないでしょう。私は3年前、夫とまだ幼
い3人の子供たちと一緒にライブルに引っ越してきまし
た。私たち一家は小さな部屋に暮らしていましたが、
ある日、夫から突然、『お前とはこれまでだ、ほかに
女ができた。』と離婚を言渡されたのです。そして、『離
婚だ、離婚だ、離婚だ』と三度繰り返し、荷物をまと
めて夫は出て行ってしまいました。私は途方に暮れま
した。翌日には、大家さんから立ち退きを言渡されま
した。夫が家賃を払っていなかったのです。私は子供
たちを連れてさ迷い歩き、駅の構内や、バスターミナ
ルで夜を過ごしました。警備員に追い出され、野良犬
と一緒に道端で一夜を明かしたこともありました。子
供たちは、ひもじさと寒さと病気のため、いつも泣い
てばかりいました。私は、たまに、公衆トイレの掃除
をするくらいしか仕事もなく、食べ物や薬を買うお金
もありませんでした。そんなとき、親切な方が現れて、
シェルター・プロジェクトのことを教えてくれ、読み
書きができない私に代わって申請書まで書いてくれま
した。そのお蔭でここに来ることができたのです。｣
　そして、その女性はステージの上で座り込み、
｢ロータリアンの皆さん、あなた方が私にして下さった
ことがどんなことかお分かりですか。あなた方は、私
と子供たちに新しい人生を与えてくださったのです。
本当に本当に有難うございました。｣と彼女は人目をは
ばからず、泣きだしました。話を聞いていた私たちも、
もらい泣きしてしまいました。その場に居合わせた誰
もが、あの涙を通じてロータリアンとなったことの真
の意味を深く理解することができたのです。
　その日以来、カルヤン・バネルジー会長は、同じ人間、
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■点鐘：小町会長

ある人々に希望と尊厳と自信をもたらすには、家族が
一番であると信じるようになりました。あらゆる家族
の中心をなしているのが母と子です。一つの屋根の下
に暮らし、互いを支え、助け合い、運命を分かち合っ
ているのが家族というものです。良き家族が良き隣人
となり、良き地域社会をつくり、それが偉大な国を築
くことになるのです。
第一の強調事項を｢家族｣としたのは、私たちの目標の
全てが家族を中心にしているからで、安全な家、水と
衛生、疫病予防、そして母子に関わる全ての問題につ
いて考え始めるようになるのです。家族があってはじ
めて健康や希望がもたらされ、家族の調和が生まれる
のです。
水野カバナーは、このことを、私たちが行う奉仕全て、
また、世界で成し遂げたいと望むことの全ての出発点は、
家族にありますと説かれています。
　第二の強調事項は、私たちが一番得意とすることを
継続していくことです。私たちには得意とすることが
数多くあるからです。きれいで安全な水の提供、識字
力の向上のほか、新世代という新たな奉仕を通じて、
明日のリーダーとなる青少年を育成する活動などがそ
の代表的な例です。勿論、ポリオ撲滅にも継続して力
を注いで行きます。ポリオは｢あと少し｣で撲滅できる
のです。これらすべてを行うためには、引き続き長期
計画に沿ってこうした活動を発展、充実させさらなる
高みへと進化させていかなければなりません。
　発展は繁栄につながり、繁栄は平和につながります。
これからも地域を育む活動を続けましょう。大きなプ
ロジェクトも良いでしょうが、学校の教室に机や黒板
や扇風機を備える小さなことでも良いでしょう。始め
てみれば、本当に大切なことはプロジェクトの規模で
はなく、誰かの必要を満たしてあげたいという意思で
あるとお気づきになるはずです。
　大きな行為は勿論ですが、小さな行為にも人の人生
を変える力があることを、忘れずにいたいものです。
励ましの言葉をかけてあげたり、時には微笑みを投げ
かけるだけで相手に笑顔をもたらすことができるのです。
こちらが笑えば周囲が笑ってくれます。この年度を笑
いと喜びと幸せの年度にしてまいりましょう。ロータ
リアンも配偶者も含め皆が一日3回笑顔を交すにすれば
一日800万の笑顔をもたらす計算になります。たとえ偉
業を成し遂げることがかなわないにしても、大きな愛
をもって小さな善を行うことならいつでもできるはず
です。
水野カバナーは、このことを、私たちが得意とするこ
とは何かを知り、これを継続しながら次のレベルへと
高めていくことですといわれています。
　さらに、ロータリアンは、｢四つのテスト｣を拠りど
ころとして，友情と親善を分かち合い、あらゆる人の
中に真の価値を見出しながら、倫理的に、誠実に生き
ようと努めています。私たちが自分自身を高めること
によって世界を高めようと取り組むのはこのためなの
です。
　ですから、改善できること、変えるべきこと、始め
るべきことに目を向けましょう。こうした事実を勇気
をもって見据え、変えるべきことは何かを見定め、行
動しなくてはなりません。過去よりも明るい未来を築
くことができると信じています。私は、マハトマ・ガ
ンジーの｢世界の変化を望むならばあなた自身がその変
化にならなければならない。｣という言葉が好きです。
　第三の強調事項を｢変化｣としたのはこのためです。
世界に望んでいる変化にまず私たち自身がなることです。
平和を望むならば、家庭に、地域社会に、自分自身の
生活に平和をもたらすことから始めるのです。環境破

壊に歯止めをかけ、子供の死亡率を減らし、飢えを減
らしたいと望むならば自分自身がこの変化の担い手に
とならなければなりません。水野カバナーは、このこ
とを自分の中にこそ変化を起こすことの必要性を認識
しなければならないのですと説かれています。
　カルヤン・バネルジー会長は、このようなことから、
本年度の強調事項を、家族、継続、変化とされています。
　なお、インドでは、世界各国のロータリアンの奉仕
活動により、2011年の1月13日にポリオの発症が確認さ
れて以来、一件も発症が確認されていません。2010年
は42件、2009年には741件の発症が確認されています。
インドのポリオプラスの奉仕活動といえば、国際ロー
タリーの奉仕活動として、インドでポリオワクチンの
投与に献身的な奉仕活動に命をかけられ、風土病で亡
くなられました東京麹町ロータリークラブの山田彝さ
ん及び峰英二さんのことを我々は忘れてはならないと
思います。
　それでは、これから｢博愛を広げるために。｣と、カ
ルヤン・バネルジー会長がこれまでの人生、ビシネス、
ビノタ夫人との出会い、世界でよいことをするロータ
リーの可能性についてお話をされている映像をご紹介
します。


